
試験研究成果普及情報 

［目的及び背景］ 

 前回、豚の内外蹄比率（内側蹄底面積／外側蹄底面積）が、肢蹄の強健性に影響を与えることを報告した。しかし、骨や筋
肉が最も発達し体重が著しく増加する育成段階において、その負荷が蹄の形状に対してどのような影響を及ぼすのか、詳細な

報告はない。そこで、ランドレース種を用い30kg、60kgおよび90kgにおける蹄の形状を測定（図１）し、併せて底面積1cm２当
たりの負荷重量について調査した。 

［成果内容］ 

(1)前肢、後肢とも、30kgから90kgまでの間に、底面積で約2.0倍、蹄底長・蹄底幅で約1.5倍、底長で約1.4倍に成長した。ま
た、いずれも30kgから60kgまでの成長率が、60kgから90kgまでの成長率より高い値を示した。（表１） 

(2)蹄底面積、蹄球面積および底面積は、前肢、後肢とも、いずれの時点（30kg・60kg・90kg）でも外側蹄が内側蹄より大きな
値を示した。また、各体重間の底面積の相関係数は、いずれも正の相関が認められた（P<0.05、P<0.01）。 

(3)内外蹄比率は、いずれの時点でも前肢が後肢より大きな値を示した。また、各体重間の内外蹄比率の相関係数は、いずれも
正の相関が認められた。（表２） 

(4)蹄底幅は、前肢、後肢ともいずれの時点でも外側蹄が内側蹄より大きな値を示した。底長は、後肢でいずれの時点でも外側
蹄が内側蹄より大きな値を示した。また、各体重間の蹄底長、蹄底幅および底長の相関係数は、いずれも正の相関が認められ
た（P<0.05、P<0.01）。 

(5)蹄球面積割合は、いずれの時点でも前肢外側蹄で最も大きく、後肢内側蹄で最も小さな値を示した。 

(6)底面積1cm2当たりの体重負荷重量は、体重が増加するに従い増加し、特に30kgから60kgでの負荷重量の増加量が、60kgから
90kgの増加量より著しく大きな値を示した。（図２） 
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［成果の概要］  
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